わがい ほ ま けしき もれ のど 

我 庵 も 亦た 秋の 光景に は洩 ざり ける。 咽 なきやぶ る 

ばかりの ひよ どり の 声々、 高き 梢に 聞 ゆるに、 窻を開 

きて そこ かこ、 かとうち 見れば、 そ こに も あらず、 マ J > 

にも あらず、 窻を 閉ぢて 書を披 けば 一 層 高く 聞 ゆめり _ 

鳥の 声ぞと 聞けば 鳥の 声な り、 秋の 声ぞと 聞けば、 お 

もしろ さ 読書の 類 にあらず。 

第 四 

病みて 他郷に ある 人の 身の上 を 気遣 ふ は、 人 も 我 も 

か はら じ、 左れ ど 我 は 常に 嫿 全なる 人の たまく 床に 



第 七 

きリ きりす 

夜更けて 枕の 未だ 安 まらぬ 時 蟋蟀 の 声 を 聞く は、 

まこと こ.. 'ろ 

真の 秋の 情なり けむ。 その 声 を 聞く 時に、 希望 もな 

きんら く 

く、 失望 もな く、 恐怖 もな く、 欣楽 もな し。 世の 心 全 

く 失せて、 秋の み 胸に 充 つるな り。 松虫 鈴虫の み 秋 を 

語る にあらず。 古書 古文の み 物の 理を 我に 教 ふるに あ 

らず。 一 蟋蟀の 為に 我 は 眠を惜 まれて、 物 思 ひなき 心 

おも ひ 

に 思 を 宿しけ り。 

第 八 



ふた.' びめ 

机辺に 泣く を 見出し、 二度目に は 雨ふりし きる 日に 垣 

の 外よ リ投 入れられぬ。 三度 目 は 我が 居ら ざり し 時の 

事 なれば 知らず。 浮世の 辛ら き は 人の 上の みに あらず 

と 覚えたり。 

第 十 一 

、，ほ 

今の 世の 俳諧 士は 憐れむべき ものなる かな。 我 庵 を 

もリ きかく 

隔 つる こと 杜 ひとつ、 名 宗匠 其 角 堂 永 機 住めり、 一日 

人に 誘 はれて 訪ひ 行きつ、 閑談 稍 久しき 後、 彼の 導く 

うち 

ま、 に 家の 中 あちこちと 見物し ける が、 華美 を尽 すと 



す き 

いふ 程に は あらね ど、 よろ づ 数奇 を 備 へて 粋士の 住家 

なにび と 

と は 何人も 見誤らぬべし。 間数 も 不足な き 程に あれば 

かこ しき け ふろう 

何 をか啷 つべき と 思 ふなる に、 俳 翁頻り に 其 狭陋な る 

を つぶやきて 止まず。 一向に 心 得ねば 、 笑って 翁に 言 

ひける やう、 御 先祖 其 角の 住家より 狭し と 思す にやと。 

俳士 をして 俗に 媚ぶ るの 止む を 得ざる に 至ら しめたる 

いへ ども 

もの ある は、 余と 雖 之 を 知らぬ にあら ね ど、 高 達の 

土の 俗世に 立つ ことの 難き に 思 ひ 至りて、 黙然た る こ 

と 稍し ばし なりし。 

(明治 一 一十一 一年 十月) 
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